
 

庄内総合支庁ニュース １０月号 （1） 

 新 潟 県 ・ 庄 内 エ リ ア デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン キ ャ ン ペ ー ン 開 幕  

過 去 最 大 級 ク ル ー ズ 船  M S C ス プ レ ン デ ィ ダ の 初 寄 港 を 歓 迎  

   ◀「紅葉に染まる月山」       

 10月5日（土）、新潟県・庄内エリアデスティネーションキャンペーン（Ｄ

Ｃ）のオープニングイベントを、新潟駅・酒田駅・鶴岡駅で開催しました。 

 吉村知事や花角新潟県知事らが出席した新潟駅でのオープニングセ

レモニーでは、吉村知事から３つの日本遺産やユネスコ食文化創造都

市の認定等の紹介と、「庄内の美食や文化、伝統を楽しんでください」と

あいさつがありました。また、同会場では、庄内・新潟の郷土料理の振

舞いが行われ、庄内風芋煮や庄内おばこサワラの寿司などの庄内エリ

アのメニューには長蛇の列で大盛況となりました。 

 酒田駅では、この日、運行を開始した新観光列車「海里」の歓迎セレ

モニーが開催され、海里の到着に合わせてくす玉を割ってお出迎えしま

した。また、酒田、鶴

岡両駅では、乗客に

地酒等が振る舞わ

れ、駅構内は大変な賑わいでした。 

 今回のＤＣは、「日本海美食旅」をテーマに、おいしい食の都庄内の美

食・美酒を味わえる特別企画が盛りだくさんです。ぜひ皆さんもこの機

会に庄内の魅力を体験・実感し、県内外のご親戚やお友達に、庄内に

お越しくださるようお声がけください。お待ちしております。 

   やまがた庄内観光サイト https://mokkedano.net/ 
 

       （地域産業経済課観光振興室） ℡ 0235－66－5726 

 ９月16日（月）、さわやかな秋晴れの中、外航クルーズ船「MSC

スプレンディダ」が酒田港古湊ふ頭に初寄港しました。 

 このクルーズ船は乗客定員が約3,200人と、これまで酒田港に

寄港したクルーズ船では最も大きく、多くの来場者が初寄港を歓

迎しました。 

 ふ頭では酒田吹奏楽団による素晴らしい演奏で歓迎セレモニー

が始まり、酒田舞娘やミスポートさかた、様々なゆるきゃらがお出

迎えしました。  

 酒田市内では中町モールで

のイベントコーナーも賑わい、地元高校生もボランティアとしておもてなしを行いまし

た。また、MSCスプレンディダの乗客は、遊佐町にある神秘の泉「丸池様」や加茂水

族館など、庄内各地の魅力ある観光地を楽しまれました。    

 来年に向け、新たな寄港誘致も進められています。今後とも、おもてなしへのご協

力をよろしくお願いします。 

            （地域産業経済課観光振興室）  ℡ 0235－66－5493 

令 和 元 年 １ ０ 月 号      
（偶数月に発行します） 

 
 

県ホームページ（https://www.pref.yamagata.jp/purpose/koho/

kohoshi/7337001ShonaiNews.html）でもご覧いただけます。 



 

庄内総合支庁ニュース １０月号 （2） 

 幽 玄 の 世 界  出 羽 三 山 シ ン フ ォ ニ ー   

 9月22日（日）、鶴岡市羽黒地区において、山形交響楽団が出羽三山の歴史・文化をテー

マに演奏する出羽三山シンフォニーが開催されました。 

 ４度目の開催となる今年は、台風の接近に伴い会場を羽黒体育館に移し、初めての屋内

演奏となりました。 

 開催にあたり吉村知事や出羽三山神

社の宮野宮司などの挨拶の後、クラシッ

クから映画楽曲まで、出羽三山の「巡り

～千年の昇華～」にふさわしい10曲が、

永峰大輔氏の指揮のもと、約50名のフ

ルオーケストラにより披露されました。 

 会場には幅広い年代の観客層が集まり、来場された方々は、

出羽三山をテーマにした構成・幽玄な演出による約１時間の演

奏に聴き入っていました。 

  （地域産業経済課観光振興室） ℡ 0235－66－5493  

「 若 者 「 庄 」 学 校 講 座 ガ イ ド 2 0 1 9 （ 秋 ・ 冬 ） 」 を 発 行 し ま し た  

 庄内にはたくさんの魅力があふれています。自然・食・文化はもちろん、生き生きと

魅力的に活動している人もたくさんいます。 

 そういった庄内の魅力を知る、触れる、体感できる機会を体系化し、「若者「庄」学

校講座ガイド」にまとめました。  

 今回は「2019（秋・冬）」号として、主に今秋～冬にかけて開催されるイベントなどを

中心に掲載していますが、今後は、春・夏号など、継続して庄内の魅力を体感できる

機会を紹介していきます。   

 講座ガイドを参考に、お住まいの地域以外の取組みについても興味・関心を持って

もらい、庄内の新たな魅力の発見を通して庄内への愛着・誇りを育んでもらいたいと思います 。 

 講座ガイドは庄内総合支庁ホームページに掲載しています。ホームページには下のＱＲコードからもアクセスできます。  

                                                

 高 校 生 と の 意 見 交 換 会 ・ 現 場 見 学 会   

 庄内総合支庁では、人手不足となっている建設業に対して興味・関心を持って

もらい、将来の地元建設業への就業につなげることを目的として、山形県建設業

協会鶴岡支部・酒田支部と連携し様々な活動を実施しています。  
  ８月28日（水）、酒田光陵高校環境技術科の２年生を対象に『建設業と他業種

の違い、地元へ就職する利点』などのテーマで若手就業者との意見交換が行わ

れ、「建設業は地図に遺るものを造る」、「地元に就職すると経済的に有利である」

などの意見が出されました。 

 また、９月11日（水）は、鶴岡工業高校建築課の１年生を対象

とした現場見学会が行われ、生徒達は、橋やトンネルの構造など

の説明に真剣な表情で耳を傾けていました。 

 10月には、鶴岡工業高校建築科の２年生を対象とした意見交

換会が行われる予定です。  
 建設業のやりがいや重要さを理解し、将来多くの若い力が地元

の建設分野で活躍してくれることを期待しています。    

若者「庄」学校講座ガイド2019（秋・冬） 

（建設総務課）  ℡ 0235－66－5569 

（総務課）  ℡ 0235－66－5418  

https://www.pref.yamagata.jp/regional/syonai_bo/news/news/7337001shogakkou.html


 

庄内総合支庁ニュース １０月号 （3） 

 庄 内 地 域 同 期 会 「 ル ー キ ー ズ カ レ ッ ジ 」 参 加 者 募 集   

 ９月３日（火）、庄内浜の新ブランドズワイガニ「庄内北前ガニ」

が発表されました。  

 庄内北前ガニの名称は、江戸時代に北前船が食文化等を全

国へ運んだことにちなみ、その美味しさを県内外に広く発信でき

るようにとの思いが込められています。 

 この名称を称するズワイガニは、厳しい基準をクリアした、漁師

が選りすぐったものです。  

 今回のデビューを機に、10月3日（木）から１月31日（金）ま

で、庄内地域の参加飲食店でズワイガニ料理を召し上がること

ができるキャンペーンも実施します。 

 ぜひこの機会においしいズワイガニをご賞味ください。      

         （水産振興課）  ℡ 0234－24－6045  

食 の 都 庄 内 通 信   

「 庄 内 北 前 ガ ニ 」 デ ビ ュ ー ！ ！  

 数多くある選択肢の中から、地元で働くことを選んでくれた庄内地域の若者たち

が、働く意欲の向上や不安を解消するために、「同期・仲間・友達」の繋がりを作

り、若者の地元定着と人材育成につなげるセミナーを開催します。 

 詳しい内容、お申し込みは県ホームページからどうぞ。 

 

    

＜セミナー内容＞ 

1 日   程 令和元年11月８日（金）13：30～19：00 （研修後の交流会を含む） 

2 場   所 ホテルリッチ＆ガーデン酒田 １階 スカンジナビア 

3 内   容 （１）社会人の先輩によるゲストトーク  （２）仕事と暮らしの現状把握 

        （３）キャリアデザインについてのワーク 

4 対象者 庄内地域内の企業・事業所等の新社会人（１～３年目程度）約50名 

5 講   師 山本一輝氏（Idea partners 代表） 

6 参加費  2，000円（交流会費） 

 庄内若者異業種交流会は庄内地域の５市町と庄内総合支庁で実行委員会を

組織し、20代から30代の若手社員を対象に、出会いと交流の場を作ることを目的

に開催しています。 

 今年度は「楽しく働くがみつかる２DAYS」をテーマに、８月27日（火）、９月13日

（金）の２日間、酒田市のLIGHTHOUSEを会場に開催しました。 

 ３名のゲストスピーカーの「楽しく働く」をテーマにした事例発表

や鶴岡ナリワイプロジェクト代表の井東敬子さんのファシリテートに

よるワークショップを通して「仕事に求めること」「自分の仕事の意

義」などについて参加者同士で対話し、「働くこと」への考えを深

めました。 

 「普段話すことのない方と交流できてよかった」「多方向からの

意見は参考になった」「仕事へのモチベーションが上がった」と

いった感想がありました。 
 

        （子ども家庭支援課）  ℡ 0235－66－5457  

 庄 内 若 者 異 業 種 交 流 会 を 開 催 し ま し た  

連載 

  (地域産業経済課） 

     ℡ 0235－66－5487  

 庄内同期会 ルーキーズカレッジ 検索 

 【庄内北前ガニ】 

   ①重さ１キロ以上 ②甲羅の幅が13センチ以上 

   ③身がぎっしり詰まっているもの 

   ④キズ等がなく脚が欠けていないもの 

   ⑤出荷時に活ガニであるもの 

   ⑥10月～1月に底びき網漁で漁獲されたもの 

このタグが

目印！ 

http://www.pref.yamagata.jp/pickup/interview/pressrelease/2019/09/20164243/
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〒９９７－１３９２山形県東田川郡三川町大字横山字袖東１９－１ 

        総合案内窓口 電話０２３５（６６）５５９８ FAX ０２３５（６６）２８３５ 発行元：山形県庄内総合支庁総務企画部総務課

お知らせ 

支庁ニュースＨＰ 

 

 
 
 日没が早まるこの時期、交通事故が多発しやすい傾向にあります。 

 遊佐町民体育館及び駐車場において、交通安全総合体験教室が開催され

ます。体験は無料で、事前申込みも不要です。是非、ご参加ください。    
 

 ■日時：10月25日（金） 10：30～15：00 

 ■場所：遊佐町民体育館及び駐車場 

 ■内容： 

   ①「交通安全危険シミュレータ」を使った、３Dによる危険疑似体験 

   ②「反射視認暗幕テント」を使った、夜光反射材の効果体験 

   ③「交通安全ゆとり号」による運転適性の診断 

   ④「安全運転サポート車」の試乗体験 
 

               （総務課防災安全室） ℡ 0235－66－5447 

交 通 安 全 総 合 体 験 教 室 を 開 催 し ま す  

 ６月から実施してきた「美

しいやまがたの海」クリーン

アップ運動。今年度最後

の清掃活動として、「クリー

ンアップin湯野浜」を行い

ます。 

 個人、グループどなたで

も参加できます。参加を希

望される方は環境課までご連絡ください。  

  ■日時 10月20日（日） 7:00～ 

  ■場所 鶴岡市湯野浜海岸 

          （環境課） ℡ 0235－66－4914 

 秋の恒例行事となっている「庄内

森とみどりのフェスティバル」が今年

も開催されます。 

 木工・ネイチャークラフト、丸太切り

など様々な企画を準備して多くの皆

様のご来場をお待ちしております。 

 【鶴岡会場】 鶴岡市小真木原運動公園 

  日時：10月19日（土） 10:00～16:00 

      10月20日（日）  9:30～15:00 

  併催行事：つるおか大産業まつり２０１９  
 【酒田会場】 酒田市国体記念体育館 

  日時：10月26日（土）、27日（日） 9:30～15:30 

  併催行事：酒田市農林水産まつり２０１９ 

         さかた産業フェア２０１９ 
 

          （森林整備課）  ℡ 0235－66－5527  

庄内森とみどりのフェスティバル２０１９ 

クリーンアップin湯野浜 参加者募集中 

 不法投棄監視及び 

     海岸漂着ごみ削減強化月間 

 

  

 

 ごみのポイ捨て

が 生活環境の悪

化、そして川ごみ・

海ごみへとつなが

ります。 

 県では10月を「不法投棄監視及び海岸漂着ごみ

削減強化月間」と定め、パトロール・啓発活動の強化

を行います。 

 不法投棄を見つけた時はお知らせください。 
  

         （環境課）  ℡0235－66－4914 

きのこ食中毒に注意 

 県内では過去５年間で22件のきのこ食中毒が発生し

ており、昨年庄内では県内初のテングタケによる食中毒

が発生しました。 

 10月中、きのこ食中毒予防啓発パネルを庄内総合支

庁ロビー、各市町の庁舎等、全17か所で展示しますので

ご覧ください。 

 「知らないきのこは採らない、食

べない、お裾分けしない」を守り、

毒きのこによる食中毒を予防しま

しょう。 

    （生活衛生課） 

      ℡ 0235－66－4934 

見てね！ 

しない 

させない 

許さない 

https://www.facebook.com/pref.yamagata.shonai
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/shonai/337001/ShonaiNews.html

